





















































くに切替ダイバ ー シテ ィ に つ い て は, 誤 り率を最小 にする最適を切替 レ ベ ル の 一 般解を導出して い る ｡
第6章では , ハ イ ブリ ッ ド変調の 一 方式と して, デ ィ ジタ ル位相 一 周波数変調変調方式を取り上 げ,
そ の検波方式を提案し, 誤り率特性に つ い て論じて い る ｡
第7章では , 時間選択性フ ェ ー ジ ン グ環境に おけるテ ィ ジタ ル位相 一 周波数変調方式の誤り率を導
出し, ド ッ プラ ー 効果が誤り率 に与える影響を明らかに して い る ｡
第8章では, 結論と して本研究で得られた主要な結果を総括して述 べ て い る｡
論 文 の 審 ∃巨 結 果 の 要 旨
本論文はフ ェ ー ジ ン グを伴う通信路 にお ける検波特性 に関する論文であ っ て , フ ェ ー ジ ン グ環境 に
おける アナ ロ グ, デ ィ ジタ ル 周波数変調方式の 諸特性を理論的 に解明した研究をと りまとめた もの で ,
そ の主を成果を要約すると次の 通りである ｡
(1) ア ナ ロ グ信号に よ り周波数変調さ れた電磁波が フ ェ ー ジ ン グを受けた場合の 出力雑音電力を 一 般
的に求め, 検波出力の 信号対雑音此特性を明確 に して い る ｡
(2) 各種 ダイ バ ー シ テ ィ 方式に つ い て検討を行 い , 合成検波に よる検波出力の 信号対雑音比の 改善特
性を明 らか に して い る ｡
(3) デ ィ ジタ ル信号に より周波数変調さ れた波が フ ェ ー ジ ン グを受 けた場合の 検波出力を詳細 に解析
し , 誤り率特性を明らか に して い る ｡ ま た ダイバ ー シ テ ィ 方式に よる改善特性を明らかに すると と
もに, 誤り率を最小 に する ため の検波器の構成を導出して い る｡
(4) 時間選択性フ ェ ー ジ ン グの もとで の デ ィ ジタ ル位相 一 周波数変調方式に つ い て考察 し, こ の 方式
の誤 り率が ド ッ プラ ー 効果の 程度に よ っ て大きく変わる ことを見 い 出して い る ｡
以上 の よう に , 本論文は , フ ェ ー ジ ン グ環境 に おけ る周波数変調通信方式の検波特性 に つ い て基本
的性質を明らか に し, 新し い 知見を得て い る ｡ そ の 成果は通信工学 に貢献すると ころが大き い ｡ よ っ
て本論文は博士論文と して価値あるもの と認める ｡
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パー ， る な レベルの一般解を導出している。
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